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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第27期
第３四半期
累計期間

第27期
第３四半期
会計期間

第26期

会計期間

自平成20年
９月１日
至平成21年
５月31日

自平成21年
３月１日
至平成21年
５月31日

自平成19年
９月１日
至平成20年
８月31日

売上高（千円） 6,054,8771,796,0618,312,378

経常利益（千円） 148,213 10,599 95,812

四半期（当期）純利益（千円） 78,174 3,139 52,608

持分法を適用した場合の投資利益（千円） － － －

資本金（千円） － 409,796 409,796

発行済株式総数（株） － 9,154,4429,154,442

純資産額（千円） － 2,290,0092,291,811

総資産額（千円） － 4,747,7104,864,396

１株当たり純資産額（円） － 283.09 275.90

１株当たり四半期（当期）純利益金額（円） 9.61 0.38 6.33

潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額（円） － － －

１株当たり配当額（円） － － 7

自己資本比率（％） － 48.2 47.1

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
57,538 － △72,910

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
23,504 － △182,255

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
26,208 － 49,272

現金及び現金同等物の四半期末（期末）残高（千円） － 423,237 319,443

従業員数（人） － 370 383

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度にかかる主要な経営指標等の推移につ

いては記載しておりません。

２．売上高には、消費税及び地方消費税（以下、消費税等という）は含んでおりません。

　　　　３．持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社がないため記載しておりません。

　　　　４．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため、記載しておりま

せん。
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２【事業の内容】

当第３四半期会計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。

 

３【関係会社の状況】

該当事項はありません。

 

４【従業員の状況】

提出会社の状況

 平成21年５月31日現在

従業員数（人） 370  

　（注）　従業員数は就業人員であります。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

(1）生産実績

品目
当第３四半期会計期間
（自　平成21年３月１日
至　平成21年５月31日）

製品     

自社企画     

ポスター類（千円） 69,121

のぼり、幕類（千円） 38,234

ポリエチレン類、その他のプラスチック製品（千円） 79,486

その他（千円） 35,931

自社企画製品計（千円） 222,772

別注     

ポスター類（千円） 294,504

のぼり、幕類（千円） 261,847

ポリエチレン類、その他のプラスチック製品（千円） 279,986

その他（千円） 225,948

別注製品計（千円） 1,062,286

合計（千円） 1,285,059

　（注）　上記の金額は販売価格で表示しており、消費税等は含まれておりません。

(2）商品仕入実績

品目
当第３四半期会計期間
（自　平成21年３月１日
至　平成21年５月31日）

包装紙、紙袋類（千円） 39,091

のぼり、幕類（千円） 30,393

造花、スチロールボード類（千円） 253,064

その他（千円） 77,167

合計（千円） 399,716

　（注）　上記の金額は仕入価格で表示しており、消費税等は含まれておりません。

(3）受注状況

　自社企画製品につきましては見込み生産のため、該当事項はありません。

　別注製品につきましては、受注から売上計上まで８日間程度と短期間であり、販売実績とほぼ一致すること及び受

注残高も寡少であることにより記載しておりません。
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(4）販売実績

１）品目別売上高

品目
当第３四半期会計期間
（自　平成21年３月１日
至　平成21年５月31日）

製品     

自社企画     

ポスター類（千円） 58,972

のぼり、幕類（千円） 37,989

ポリエチレン類、その他のプラスチック製品（千円） 153,223

その他（千円） 37,481

自社企画製品計（千円） 287,666

別注     

ポスター類（千円） 286,278

のぼり、幕類（千円） 259,150

ポリエチレン類、その他のプラスチック製品（千円） 281,762

その他（千円） 222,191

別注製品計（千円） 1,049,383

製品計（千円） 1,337,049

商品     

包装紙、紙袋類（千円） 38,977

のぼり、幕類（千円） 36,617

造花、スチロールボード類（千円） 294,211

その他（千円） 89,205

商品計（千円） 459,011

合計（千円） 1,796,061

　（注）１．数量の表示は、取扱い品目が多岐にわたり記載が困難なため省略しております。

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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２）地域別売上高

地域
当第３四半期会計期間
（自　平成21年３月１日
至　平成21年５月31日）

北海道・東北地区（千円） 99,361

関東地区（千円） 869,279

甲信越・北陸地区（千円） 56,249

東海地区（千円） 265,639

近畿地区（千円） 230,120

中国・四国地区（千円） 154,580

九州・沖縄地区（千円） 120,829

合計（千円） 1,796,061

　（注）１．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

２．上記の区分は、当社販売先の住所によっております。

３）業種別売上高

業種
当第３四半期会計期間
（自　平成21年３月１日
至　平成21年５月31日）

製造業（千円） 373,145

卸売業（千円） 155,318

小売業（千円） 680,092

飲食業（千円） 39,068

サービス業（千円） 496,992

その他（千円） 51,444

合計（千円） 1,796,061

　（注）　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

４）主要販売先別売上状況

　主要顧客（総販売実績に対する割合が10％以上）に該当するものはありません。
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２【経営上の重要な契約等】

　該当事項はありません。

 

３【財政状態及び経営成績の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社が判断したものであります。

(1）経営成績の分析

当第３四半期会計期間におけるわが国経済は、輸出の減少、雇用情勢の悪化、個人消費の不振など厳しい状況で推

移しました。

このような環境の中、自社企画製品は、ユーザーが求めている料理レシピ事業の充実や、52週のテーマに基づいた

買う動機につながるＰＯＰの販売強化等に努めていますが、生活必需品が中心の中小スーパーなど小売店の販売不

振もあり、売上高は287百万円となりました。

別注製品は、消費者向け販促キャンペーンの受注強化等に努めているものの、競争激化や販促費削減の影響を受

け、売上高は1,049百万円となりました。

商品は、一部卸売業からイベント景品の受注が堅調であったものの、ユーザーのイベント抑制の動きが続いてお

り、売上高は459百万円となりました。

以上の結果、売上高は1,796百万円となりました。

一方、損益面では、競争激化や自社企画製品の受注が低調であったものの、販売費及び一般管理費の削減に努め、

営業利益10百万円、経常利益10百万円、四半期純利益３百万円となりました。 

(2）財政状態の分析

　当第３四半期会計期間末の総資産は、前事業年度末に比べ116百万円減少し4,747百万円となりました。

　流動資産は、現金及び預金が66百万円増加したこと、受取手形及び売掛金が117百万円減少したこと等により、前事

業年度末比69百万円減少の2,924百万円となりました。

　固定資産は、有形固定資産が25百万円減少したこと等により、前事業年度末比47百万円減少の1,823百万円となり

ました。 　

　流動負債は、支払手形及び買掛金が151百万円減少したこと、賞与引当金が96百万円減少したこと等により、前事業

年度末比127百万円減少の1,799百万円となりました。 　

固定負債は、長期借入金が84百万円増加したこと、役員退職慰労引当金が71百万円減少したこと等により、前事業

年度末比12百万円増加の658百万円となりました。

　純資産は、前事業年度末比1百万円減少の2,290百万円となりました。  

(3）キャッシュ・フローの状況

　当第３四半期会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、第２四半期会計期間末より153

百万円増加し、当四半期会計期間末の残高は423百万円となりました。各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因

は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　当第３四半期会計期間において、営業活動の結果得られた資金は194百万円となりました。これは、税引前四半期

純利益11百万円を獲得したこと、賞与引当金の減少額54百万円、売上債権の減少額153百万円、たな卸資産の減少

額22百万円、その他負債の増加額78百万円があったこと等によるものです。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　当第３四半期会計期間において、投資活動の結果使用した資金は41百万円となりました。これは、定期預金の増

加額 39百万円があったこと等によるものです。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　当第３四半期会計期間において、財務活動の結果得られた資金は0百万円となりました。これは、短期借入金の純

減少額50百万円、長期借入れによる収入100百万円、長期借入金の返済による支出49百万円があったこと等による

ものです。

(4）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第３四半期会計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。

(5）研究開発活動

　当第３四半期会計期間における研究開発活動の金額は、６百万円であります。

　なお、当第３四半期会計期間において、当社の研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　当第３四半期会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

 

(2）設備の新設、除却等の計画

　当第３四半期会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画はありません。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①　株式の総数

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 36,000,000

計 36,000,000

②　発行済株式

種類
第３四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成21年５月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成21年７月14日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 9,154,442 9,154,442ジャスダック証券取引所
単元株式数

1,000株

計 9,154,442 9,154,442 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成21年３月１日～　

平成21年５月31日　

　

― 9,154,442 ― 409,796 ― 417,677

 

（５）【大株主の状況】

 平成21年５月31日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

 浅野　薫  岡山市南区 2,391,676 26.12

 アルファ社員持株会  岡山市中区桑野709番地６ 1,145,600 12.51

 藤井　昌博  岡山市東区 716,574 7.82

 株式会社トマト銀行  岡山市北区番町２丁目３番４号 425,000 4.64

 株式会社南日本銀行  鹿児島県鹿児島市山下町１番１号 398,000 4.34

 有限会社アサノコーポレイショ

ン
 岡山市南区新保1319番地の５ 328,174 3.58

 鈴木　荘平  香川県高松市 199,000 2.17

 株式会社みずほ銀行  東京都千代田区内幸町１丁目１番５号 132,000 1.44

 山陽アルファ株式会社  岡山市北区内山下２丁目５番５号 100,000 1.09

 株式会社中国銀行  岡山市北区丸の内１丁目15番20号 99,000 1.08

計 － 5,935,024 64.83

　（注）上記のほか、自己株式が1,065,294株あります。 
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（６）【議決権の状況】

①発行済株式

 平成21年５月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 　　－ － －

議決権制限株式（自己株式等） 　　－ － －

議決権制限株式（その他） 　　－ － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式1,065,000 － 単元株式数1,000株

完全議決権株式（その他） 普通株式8,041,000 8,041 同上

単元未満株式 普通株式   48,442 －
１単元（1,000株）未

満の株式

発行済株式総数 9,154,442 － －

総株主の議決権 － 8,041 －

 

②自己株式等

 平成21年５月31日現在

所有者の氏名又は
名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

株式会社アルファ
岡山市中区桑野

709番地６
1,065,000 － 1,065,000 11.63

計 － 1,065,000 － 1,065,000 11.63

 

 

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成20年
９月

10月 11月 12月
平成21年
１月

２月 ３月 ４月 ５月

最高（円） 147 126 88 95 92 78 88 99 116

最低（円） 125 78 71 70 75 69 71 81 90

  (注）最高・最低株価は、ジャスダック証券取引所におけるものです。

 

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

　当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号。以下「四半期財務諸表等規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、第１四半期会計期間（平成20年９月１日から平成20年11月30日まで）から、「財務諸表等の用語、様式及び作

成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成20年８月７日内閣府令第50号）附則第６条第１項第５号

ただし書きにより、改正後の四半期財務諸表等規則に基づいて作成しております。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第３四半期会計期間（平成21年３月１日から平成21

年５月31日まで）及び当第３四半期累計期間（平成20年９月１日から平成21年５月31日まで）に係る四半期財務諸

表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。

　なお、有限責任監査法人トーマツは、監査法人の種類の変更により、平成21年７月１日をもって監査法人トーマツか

ら名称変更しております。 

３．四半期連結財務諸表について

　四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則（平成19年内閣府令第64号）第５条第２項により、当社

では、子会社の資産、売上高、損益、利益剰余金及びキャッシュ・フローその他の項目から見て、当企業集団の財政状

態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に関する合理的な判断を妨げない程度に重要性が乏しいものとして、四

半期連結財務諸表は作成しておりません。

　なお、資産基準、売上高基準、利益基準及び利益剰余金基準による割合は次のとおりであります。

資産基準 　　　    0.2％

売上高基準 　　    0.4％

利益基準 　　　　△1.9％

利益剰余金基準 　△0.2％
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１【四半期財務諸表】
（１）【四半期貸借対照表】

（単位：千円）

当第３四半期会計期間末
(平成21年５月31日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成20年８月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 946,793 880,706

受取手形及び売掛金 ※2
 1,275,708

※2
 1,392,761

商品及び製品 558,638 494,393

仕掛品 31,796 45,375

原材料及び貯蔵品 3,053 2,041

その他 114,320 184,394

貸倒引当金 △6,200 △6,200

流動資産合計 2,924,111 2,993,472

固定資産

有形固定資産

建物（純額） ※1
 303,148

※1
 320,054

土地 934,336 934,336

その他（純額） ※1
 21,286

※1
 29,683

有形固定資産合計 1,258,771 1,284,074

無形固定資産 14,622 15,291

投資その他の資産

その他 553,630 576,919

貸倒引当金 △3,425 △5,361

投資その他の資産合計 550,204 571,558

固定資産合計 1,823,599 1,870,924

資産合計 4,747,710 4,864,396

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,037,365 1,189,001

短期借入金 200,000 150,000

1年内返済予定の長期借入金 140,904 169,145

未払法人税等 24,200 2,500

賞与引当金 15,200 112,000

その他 381,440 303,503

流動負債合計 1,799,109 1,926,149

固定負債

長期借入金 260,030 175,627

退職給付引当金 23,521 24,327

役員退職慰労引当金 374,703 445,815

その他 336 665

固定負債合計 658,590 646,435

負債合計 2,457,700 2,572,585
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（単位：千円）

当第３四半期会計期間末
(平成21年５月31日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成20年８月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 409,796 409,796

資本剰余金 417,733 417,733

利益剰余金 1,722,670 1,702,641

自己株式 △256,651 △234,930

株主資本合計 2,293,547 2,295,240

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △3,538 △3,428

評価・換算差額等合計 △3,538 △3,428

純資産合計 2,290,009 2,291,811

負債純資産合計 4,747,710 4,864,396
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（２）【四半期損益計算書】
【第３四半期累計期間】

（単位：千円）

当第３四半期累計期間
(自　平成20年９月１日
　至　平成21年５月31日)

売上高 6,054,877

売上原価 3,850,303

売上総利益 2,204,573

販売費及び一般管理費 ※
 2,047,425

営業利益 157,147

営業外収益

受取利息及び配当金 3,061

その他 3,895

営業外収益合計 6,956

営業外費用

支払利息 7,693

為替差損 2,884

投資有価証券評価損 5,150

その他 161

営業外費用合計 15,890

経常利益 148,213

特別損失

固定資産売却損 531

固定資産除却損 300

特別損失合計 831

税引前四半期純利益 147,381

法人税、住民税及び事業税 32,305

法人税等調整額 36,902

法人税等合計 69,207

四半期純利益 78,174

EDINET提出書類

株式会社アルファ(E05083)

四半期報告書

14/22



【第３四半期会計期間】
（単位：千円）

当第３四半期会計期間
(自　平成21年３月１日
　至　平成21年５月31日)

売上高 1,796,061

売上原価 1,154,970

売上総利益 641,090

販売費及び一般管理費 ※
 630,109

営業利益 10,981

営業外収益

受取利息及び配当金 741

投資有価証券評価損戻入益 1,116

その他 755

営業外収益合計 2,613

営業外費用

支払利息 2,644

為替差損 202

その他 147

営業外費用合計 2,994

経常利益 10,599

特別利益

貸倒引当金戻入額 624

特別利益合計 624

税引前四半期純利益 11,224

法人税、住民税及び事業税 20,790

法人税等調整額 △12,705

法人税等合計 8,084

四半期純利益 3,139
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（３）【四半期キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

当第３四半期累計期間
(自　平成20年９月１日
　至　平成21年５月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純利益 147,381

減価償却費 25,388

貸倒引当金の増減額（△は減少） △1,935

賞与引当金の増減額（△は減少） △96,800

退職給付引当金の増減額（△は減少） △805

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △71,112

受取利息及び受取配当金 △3,061

支払利息 7,693

投資有価証券評価損益（△は益） 5,150

固定資産売却損益（△は益） 531

固定資産除却損 300

売上債権の増減額（△は増加） 118,986

たな卸資産の増減額（△は増加） △50,672

仕入債務の増減額（△は減少） △151,635

その他の資産の増減額（△は増加） 41,760

その他の負債の増減額（△は減少） 74,952

その他 3,456

小計 49,579

利息及び配当金の受取額 3,438

利息の支払額 △7,774

法人税等の支払額 12,294

営業活動によるキャッシュ・フロー 57,538

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の増減額（△は増加） 37,706

有形固定資産の取得による支出 △2,167

有形固定資産の売却による収入 1,918

投資有価証券の取得による支出 △15,001

長期貸付けによる支出 △4,200

長期貸付金の回収による収入 1,154

その他 4,093

投資活動によるキャッシュ・フロー 23,504

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 50,000

長期借入れによる収入 200,000

長期借入金の返済による支出 △143,838

自己株式の取得による支出 △21,720

配当金の支払額 △58,232

財務活動によるキャッシュ・フロー 26,208

現金及び現金同等物に係る換算差額 △3,456
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（単位：千円）

当第３四半期累計期間
(自　平成20年９月１日
　至　平成21年５月31日)

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 103,794

現金及び現金同等物の期首残高 319,443

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 423,237
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【四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

 
当第３四半期累計期間
（自　平成20年９月１日
至　平成21年５月31日）

１．会計処理基準に関する事項

の変更

たな卸資産の評価基準及び評価方法の変更

「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準委員会　平成18年７月５日　企

業会計基準第９号公表分）を第１四半期会計期間から適用しております。なお、この変

更による第３四半期累計期間の営業利益、経常利益及び税引前四半期純利益に与える

影響はありません。　

 

【注記事項】

（四半期貸借対照表関係）

当第３四半期会計期間末
（平成21年５月31日）

前事業年度末
（平成20年８月31日）

※１　有形固定資産の減価償却累計額は、502,269千円であ

ります。

※１　有形固定資産の減価償却累計額は、480,578千円であ

ります。

※２　四半期会計期間末日満期手形

四半期会計期間末日満期手形の会計処理について

は、手形交換日をもって決済処理しております。なお、

第３四半期会計期間末日が金融機関の休日であった

ため、次の四半期会計期間末日満期手形が期末残高に

含まれております。

受取手形 35,022千円

※２　期末日満期手形

期末日満期手形の会計処理については、手形交換日

をもって決済処理しております。なお、当期末日が金

融機関の休日であったため、次の期末日満期手形が期

末残高に含まれております。

受取手形 18,684千円

 

（四半期損益計算書関係）

当第３四半期累計期間
（自　平成20年９月１日
至　平成21年５月31日）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

給料手当 946,759千円

賞与引当金繰入額 11,552

役員退職慰労引当金繰入額 14,730

退職給付費用 42,826

貸倒引当金繰入額 770

 

当第３四半期会計期間
（自　平成21年３月１日
至　平成21年５月31日）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

給料手当 279,579千円

賞与引当金繰入額 11,552

役員退職慰労引当金繰入額 4,623

退職給付費用 13,184
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（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

当第３四半期累計期間
（自　平成20年９月１日
至　平成21年５月31日）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成21年５月31日現在）

（千円）

現金及び預金勘定 946,793

預入期間が３か月を超える定期預金 △523,556

現金及び現金同等物 423,237

 

 

（株主資本等関係）

　当第３四半期会計期間末（平成21年５月31日）及び当第３四半期累計期間（自　平成20年９月１日　至　平成21年

５月31日）

１．発行済株式の種類及び総数

　普通株式　　　　9,154,442株　　　　　　

 

２．自己株式の種類及び株式数

　普通株式　　　　1,065,294株　　　　　　

 

３．新株予約権等に関する事項

　該当事項はありません。

 

４．配当に関する事項

　　　　　（1）配当金支払額

（決議）

株式の種類
配当金の総額

（千円）

１株当たり

配当額

（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成20年11月26日

定時株主総会
普通株式 58,145 ７  平成20年８月31日 平成20年11月27日利益剰余金

（2）基準日が当第３四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期会計期間末後と

なるもの

　　　該当事項はありません。

 

（有価証券関係）

　当第３四半期会計期間末（平成21年５月31日）

　有価証券の四半期貸借対照表計上額その他の金額は、前事業年度の末日と比較して著しい変動がありません。

 

（デリバティブ取引関係）

　当第３四半期会計期間末（平成21年５月31日）

 該当事項はありません。

 

（持分法損益等）

　当第３四半期累計期間（自 平成20年９月１日 至 平成21年５月31日）及び当第３四半期会計期間（自 平成21年

３月１日 至 平成21年５月31日）

 該当事項はありません。

 

（ストック・オプション等関係）

　当第３四半期会計期間（自 平成21年３月１日 至 平成21年５月31日）

 該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第３四半期会計期間末
（平成21年５月31日）

前事業年度末
（平成20年８月31日）

１株当たり純資産額 283.09円 １株当たり純資産額 275.90円

２．１株当たり四半期純利益金額

当第３四半期累計期間
（自　平成20年９月１日
至　平成21年５月31日）

当第３四半期会計期間
（自　平成21年３月１日
至　平成21年５月31日）

１株当たり四半期純利益金額 9.61円

なお、潜在株式調整後１株当たり

四半期純利益については潜在株式

が存在しないため、記載しておりま

せん。

     

１株当たり四半期純利益金額 0.38円

なお、潜在株式調整後１株当たり

四半期純利益については潜在株式

が存在しないため、記載しておりま

せん。

     

　（注）　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
当第３四半期累計期間
（自　平成20年９月１日
至　平成21年５月31日）

当第３四半期会計期間
（自　平成21年３月１日
至　平成21年５月31日）

１株当たり四半期純利益金額   

四半期純利益（千円） 78,174 3,139

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益（千円） 78,174 3,139

期中平均株式数（株） 8,132,892 8,089,148

 

（重要な後発事象）

　　　該当事項はありません。

 

（リース取引関係）

　当第３四半期累計期間（自　平成20年９月１日　至　平成21年５月31日）

当第３四半期会計期間末におけるリース取引残高は前事業年度末に比較して著しい変動がありません。

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

   
平成21年７月２日

　

株式会社アルファ  

 取締役会　御中   

 有限責任監査法人トーマツ

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 梶浦　和人　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 三宅　昇　　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社アルファの

平成20年９月１日から平成21年８月31日までの第27期事業年度の第３四半期会計期間（平成21年３月１日から平成21年５

月31日まで）及び第３四半期累計期間（平成20年９月１日から平成21年５月31日まで）に係る四半期財務諸表、すなわち、

四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び四半期キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期

財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期財務諸表に対する結論を表明することに

ある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる

四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社アルファの平成21年５月31日現在の財政状態、同日をもって終了する第３

四半期会計期間及び第３四半期累計期間の経営成績並びに第３四半期累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示

していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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